
「吉野・高野・熊野の国」事業世界遺産登録１ ５ 周年記念事業 

業務委託に係るプロポーザル実施要領 

 

１  吉野・高野・熊野の国について 

（１ ）事業目的 

   紀伊半島には世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」をはじめとして、豊かな歴史・文化・

自然資源があり、紀伊半島の観光振興と地域活性化を図るためには、三重県、奈良県、

和歌山県が広域的に連携し、これらの資源の積極的な活用に共同で取り組むことが必要で

ある。 

   このことから、平成２ ２ 年７ 月に「吉野・高野・熊野の国」を建国し、国内外の観光競

争や観光客ニーズの多様化に対応した積極的な情報発信、地域資源に一層の付加価値を

与える事業を実施することとした。 

（２ ）「吉野・高野・熊野の国」の理念 

  ・あまねく人を受け入れ、人・自然・宗教・文化が和合する「もてなしと寛容の国」 

  ・文化と人の営み、広大な自然の恵みにあふれる「文化と恵みの国」 

  ・神々が宿る悠久の時間のなかで優れた景観が人の心を魅了する「癒しと神秘の国」 

（３ ）「吉野・高野・熊野の国」の範囲（別紙資料「範囲について」参照） 

   世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」を有する市町村及びその周辺地域 

      （三重県東紀州エリア、和歌山県紀南エリア及び高野エリア、奈良県南部エリア） 

 

２  委託業務名 

    令和元年度「吉野・高野・熊野の国」事業世界遺産登録１ ５ 周年記念事業業務委託 

 

３  委託業務概要 

（１ ）業務内容 

   仕様書のとおり 

 

（２ ）予算額（上限額） 

   金１ ５ ，０ ０ ０ ，０ ０ ０ 円（消費税及び地方消費税、金１ ，３ ６ ３ ，６ ３ ６ 円を含む。） 

 

（３ ）履行期限 

     契約締結日から令和２ 年３ 月２ ５ 日（水）まで 

   

（４ ）委託契約書 

   選定した委託業者に対して別途委託契約書を作成する。 

 

４ 委託事業者選定方針 



   次の要件を満たす事業者に業務を委託する。 

（１ ）本要領及び仕様書に定める企画内容を満たす事業の実施が可能な事業者であること。 

 (２ ) 業務執行体制が万全であり、期日を遵守し履行可能な能力を有する事業者であること。 

 (３ ) 今回の事業の趣旨を的確に理解した事業者であること。 

 

５ 委託事業者選定方法 

   当該業務委託に係る企画提案事業者を募集し、提出された企画提案を実行委員会が設

置する「吉野・高野・熊野の国」事業業務委託選定審査委員会（以下「審査委員会」と

いう。）において審査し、上記の選定方針に適合し、最も優れた企画提案を行ったと判断

された事業者を選定する。 

 

６ 提案者資格要件等 

    単独又は共同提案によるものとする。 

（１ ）提案者の資格 

  ① 地方自治法施行令（昭和２ ２ 年政令第１ ６ 号）第１ ６ ７ 条の４ の規定に該当していな 

い者であること。 

  ② 会社更生法(平成１ ４ 年法律第１ ５ ４ 号)第１ ７ 条第１ 項又は第２ 項の規定による会 

社更生手続開始の申立てをしていない者又は申立てをなされていない者であること。 

  ③ 平成１ ２ 年３ 月３ １ 日以前に民事再生法（平成１ １ 年法律第２ ２ ５ 号）附則第２ 条 

よる廃止前の和議法（大正１ １ 年法律第７ ２ 号）第１ ２ 条第１ 項の規定による和議開 

始の申立てをしていない者であること。 

  ④ 平成１ ２ 年４ 月１ 日以後に民事再生法第２ １ 条の規定による再生手続開始の申立て 

をしていない者又は申立てをなされていない者であること。 

   ⑤  三重県、奈良県、和歌山県にかかる入札参加資格停止又は落札資格停止の期間中で 

ないこと。 

   ⑥ 民間企業、ＮＰ Ｏ法人、その他の法人又は法人以外の団体等であって、委託事業を確 

に遂行するに足りる能力を有するものであること。ただし、宗教活動や政治活動を主たる

目的とする団体、暴力団若しくは暴力団員の統制の下にある団体でないこと。 

   ⑦ 国税及び地方税について滞納がない者であること。 

  ⑧ 本プロポーザル及びその後の委託契約に、不正又は不誠実な行為がないことを誓約で 

きる者であること。 

   ⑨ 「吉野・高野・熊野の国」事業業務委託選定審査委員会の委員でないこと。 

 

（２ ）共同提案者の提案資格等 

     複数の事業者による共同提案を行う場合には、次の事項に留意すること。  

   ① 必ず幹事者を決め、全提案者の代表者名を記載し、それぞれの代表者印を押印するこ

と。その際、幹事者の印は契約時に使用するものと同一とすること。  

     また、業務の履行方式に応じた「特定委託業務共同企業体協定書」（様式１ －２ －１

若しくは１ －２ －２ ）を提出すること。 



  ※「分担履行型」（様式１ －２ －１ ）… １ つの業務について、さらに複数の細業務に分

かれる場合、各構成員がそれぞれ分担する業務を

責任を持って履行する方式 

   「共同履行型」（様式１ －２ －２ ）… １ つの業務について、あらかじめ定めた出資割

合に応じて、各構成員が資金、人員、機械等を拠

出して共同履行する方式 

   ② 複数のＪ Ｖに所属することはできない。また、Ｊ Ｖに所属しながら自らが単独で提案を

行うことは認められない。  

   ③ 幹事者及び共同提案者については、前項①～⑨に該当することが必要である。 

   ④ 幹事者及び共同提案者を変更することはできない。 

   ※ 「参加意向申出書」の提出後に参加意向申出書の記載事項に変更が生じた場合には、

参加意向申出書受付期間内に「参加意向申出書記載事項変更届出書」（様式１ －３ ） 

を添えて、改めて「参加意向申出書」を提出すること。 

（３ ）失格事項 

    応募者が次のいずれかに該当する場合は失格とする。 

   ①  上記（１ ）及び（２ ）の応募資格に定めた資格が備わっていないとき。 

   ②  複数の提案書等を提出したとき。 

   ③  提出のあった提案書等が様式及び記載上の注意事項に示された内容に適合せず、その

補正に応じないとき。 

   ④ 提出書類に虚偽または不正があったとき。    

   ⑤ 提案書等の受付期限までに所定の書類が整わなかったとき。 

   ⑥ そのほか不正な行為があったとき。 

 

７ 手続き等に関する事項 

（１ ）事務局（担当課） 

  「吉野・高野・熊野の国」事業実行委員会事務局  

       〒650-8501 奈良県奈良市登大路町 30 番地 

    奈良県地域振興部観光局ならの観光力向上課内 

     Ｔ Ｅ Ｌ ：0742-27-8974 ・ Ｆ ＡＸ：0742-27-1065 

      

（２ ）参加意向申出書等の提出  

     本件業務に係る企画提案書等の提出を希望する者は、「参加意向申出書」（単独提案：

様式１ －１ 、共同提案：様式１ －２ 、様式１ －２ 別紙）と「会社概要及び事業受注実績」

（様式２ ）を事務局（奈良県地域振興部観光局ならの観光力向上課）に、持参又は郵送

のいずれかで提出すること。 

    「参加意向申出書」を提出しない者は、これ以降の企画提案を行うことができない。 

 【受付期間】 

 ◎ 持参の場合 

    令和元年 5月 8 日（水）～令和元年 5月 22 日（水）の午前９ 時～午後５ 時まで 



   ただし、最終日にあっては午後３ 時まで 

  

  ◎ 郵送の場合 

    簡易書留等の確実な方法によるものとし、令和元年 5 月 22 日（水）午後３ 時までの到

着分を有効とする。なお、発送後については、必ず事務局まで電話連絡を行う等、書類到

着を確認すること。いかなる理由であっても、期限を過ぎた場合は受け付けない。 

 

（３ ）質問の受付 

    募集要領等に関する質問は、次のとおり取り扱う。 

   【受付期間】 令和元年 5月 8 日（水）～令和元年 5月 15 日（水）午後３ 時まで 

   【受付方法】 「質問票」（様式３ ）に必要事項を記載の上、事務局、ファクシミリ又は電

子メールで送付すること。なお、電話、来訪等口頭による質問は一切受け

付けない。電子メールによる質問の場合は、題名の最初に『「吉野・高

野・熊野の国」事業企画提案に関する質問』と明記すること。また、ファク

シミリによる場合は、送信後、事務局に着信確認の電話をすること。 

   【回答方法】 質問及び回答は、令和元年 5 月 16 日（木）までに奈良県ならの観光力向

上課の HP にて掲載する。 

 

（４ ）企画提案書の提出 

    上記７ （２ ）の「参加意向申出書」等の提出を行った事業者は、下記の企画提案書

等を提出すること。 

   【企画提案書等及び部数】  

①  企画提案書（様式４ ）  ９ 部（正本 1部・副本（写し）8部） 

      ・添付資料は、Ａ４ 版で、両面長辺綴じとする。文字サイズは概ね１ ０ ポイント以

上とし、３ ０ ページ以内とする。また、可能な限り具体的に記載すること。 

         ・参加事業者１ 者につき１ 提案とすること。  

       ・提案する企画に係る費用の総額は、「３ （２ ）予算額」を超えないものとすること。 

       ・一度提出された「企画提案書」は、これを書き換え、差し替え、追加又は撤回す

ることはできない。 

 

    ② 見積書  ９ 部（正本 1部・副本（写し）8部） 

        ・記載様式は特に定めないが、費用の内訳を可能な限り詳細に記載すること。 

     ・消費税及び地方消費税について、円未満の端数が生じた場合は、その端数を          

切り捨てた額をもって契約金額とする。 

    ③ 提案事業者の概要書  ９ 部 

     ・提案事業者の組織概要（名称、所在地、設立年月日、資本金、従業員数等）、 

組織体制（主な事業所を含む）、沿革等を簡潔に記載したもの。 

    ④ 契約実績証明書  ９ 部 

     ・過去３ 年間の、今回の委託金額と同規模程度（又は同規模以上）の契約実績に 



ついて分かる資料を提出すること。 

 

  【受付期間】 

  ◎ 持参の場合 

      令和元年 5月 8 日（水）～令和元年 5月 29 日（水）の午前９ 時～午後５ 時まで 

    ただし、最終日にあっては午後３ 時まで 

 

  ◎ 郵送の場合 

       簡易書留等の確実な方法によるものとし、令和元年 5 月 29 日（水）午後３ 時までの

到着分を有効とする。なお、発送後については、必ず担当課まで電話連絡を行う等、書

類到着を確認すること。いかなる理由であっても、期限を過ぎた場合は受け付けない。 

   【提出先】  

   「吉野・高野・熊野の国」事業実行委員会事務局  

       〒650-8501 奈良県奈良市登大路町 30 番地 

    奈良県地域振興部観光局ならの観光力向上課内 

    Ｔ Ｅ Ｌ ：0742-27-8974 ・ Ｆ ＡＸ：0742-27-1065 

８ 企画プロポーザルの実施方法 

   企画プロポーザル実施方法については、プロポーザル参加事業者に対して別途通知す

る。 

 

９ 審査、事業者の決定 

（１ ）企画提案書等の審査 

   審査は、「吉野・高野・熊野の国」事業実行委員会が設置する選定審査委員会におい

て実施し、最も高い得点を獲得した者を事業者として選定する。 

     

（２ ）企画提案書を選定するための評価基準 

  評価項目、判断基準については、次のとおりとする。 

 ①目的の合致 

   世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」及び当地域の自然・歴史・文化等の理解を踏ま

えた上で、委託業務の目的に合致したものとなっているか。 

 ②訴求性 

   提案内容が魅力的であり効果的なものとなっているか。 

   １ 県もしくは２ 県のみに限定した提案になっていないか。 

 ③情報発信力 

   効果的な情報発信の手段、内容となっているか。 

 ④計画性 

   実施内容、費用、全体的スケジュールにおいて、具体的で実現可能なものとなっている

か。  

 ⑤実施体制 



   事務局との連絡体制、社内体制及び業務に関係する社外組織との連携体制は十分なも

のとなっているか。 

   関係法令を遵守したものとなっているか。 

   同種の業務実績があるか。 

 

（３ ）審査結果の通知 

    審査結果については、審査終了後速やかに書面（メール）により企画プロポーザル参

加者に通知する。なお、審査結果は公表しない。また、審査の結果に対する異議申し立

ては一切受け付けない。 

 

10 事業者との契約 

  選定された事業者は、通知があり次第、「吉野・高野・熊野の国」事業実行委員会事務

局と打合せを行い、委託業務契約書を締結した後、速やかに業務の準備に着手すること。 

 

11 その他留意事項 

（１ ）提出書類の取扱い 

 ① プロポーザル参加者が提出した書類に含まれる著作物の著作権はプロポーザル参加者

に帰属する。 

 ② 提出書類は、本業務委託事業者の選定以外にプロポーザル参加者に無断で使用しない

ものとする。ただし、委託事業者として選定されたプロポーザル参加者の提出書類につい

ては、委託事業者選定後、一定期間、ホームページでの公表等に使用することがある。 

 ③ 提出する書類は、委託事業者の選定を行うために必要な範囲又は公開等の際に複製を

作成することがある。 

 ④ 提出された書類は返却しない。 

（２ ） 企画プロポーザル参加事業者が本企画プロポーザルに要した費用については、全て企

画プロポーザル参加事業者が負担するものとする。 

（３ ） 本企画プロポーザルの実施は、委託事業者の特定を目的とするものであり、契約後に

おいては、「吉野・高野・熊野の国」事業実行委員会と協議を重ねながら計画策定を行う

ことになるので、提出書類の内容をそのまま実施することを約束するものではない。 

（４ ）「参加意向申出書」を提出した後に辞退する場合は、速やかに上記担当課まで連絡をす

るとともに、書面にて辞退の届け出を行うこと。 

（５ ）選定結果として、企画提案書等を提出した者の名称や審査結果概要等の情報公開を行う

場合があること、及び各県民等からの情報公開の請求に応じて企画提案書等の情報開示を

行う場合があることを了知すること。 

 

【スケジュール】 

 

 ①公告日            

  ５ 月８ 日（水） 



 ②参加意向申出書受付期間      

  ５ 月８ 日（水）～５ 月２ ２ 日（水）午後３ 時まで 

 ③質問受付期間               

   ５ 月８ 日（水）～５ 月１ ５ 日（水）午後３ 時まで 

 ④企画提案書受付期間         

   ５ 月８ 日（水）～５ 月２ ９ 日（水）午後３ 時まで 

 ⑤企画プロポーザルの実施    

   ６ 月上旬（方法については、別途通知する。） 

 ⑥委託予定事業者決定通知      

   ６ 月上旬 

⑦委託予定事業者見積書提出        

   ６ 月上旬 

 ⑧委託予定事業者との随意契約締結       

   ６ 月上旬 

 

 


